
化
と
経
済
成
長
を
背
景
に
、
ケ
ア
が
労
働
と
し
て
市
場
で
調
達
・
選
択

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
会
化
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
と
い
え
る
。「
ケ
ア

の
社
会
化
」
に
よ
っ
て
、
身
内
で
な
い
人
に
、
自
分
の
、
あ
る
い
は
身
内

の
ケ
ア
を
委
ね
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
に
お
い
て
「
ケ
ア
」

と
い
う
新
し
い
用
語
の
登
場
は
、
こ
れ
ま
で
家
庭
と
い
っ
た
私
的
な
領
域

で
担
わ
れ
て
い
た
た
め
に
、
社
会
の
な
か
で
存
在
し
な
か
っ
た
問
い
を
浮

び
上
が
ら
せ
、
そ
れ
ま
で
誰
も
が
「
問
題
」
と
思
わ
な
か
っ
た
も
の
を
社

会
問
題
化
す
る
効
果
を
も
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
ケ
ア
は
人

間
愛
に
も
と
づ
き
自
然
に
発
生
す
る
現
象
と
い
う
よ
り
は
、
歴
史
的
な

構
築
物
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
は
、
ケ
ア
に
は
つ
ね
に
倫
理
的
な
負
荷
が

か
か
り
、
無
条
件
に
「
よ
き
も
の
」
と
み
な
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
あ
る
と
、

社
会
学
者
の
上う

え

野の

千ち

鶴づ

子こ

は
指
摘
す
る
。
ケ
ア
が
じ
つ
は
、「
で
き
れ
ば

避
け
た
い
や
っ
か
い
な
重
荷
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ
ア
と
い
う

こ
と
ば
に
は
そ
れ
を
「
解
毒
」
す
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
。

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
日
本
は
、
誰
も
が
他
者
と
支
え
あ
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
「
ケ
ア
社
会
」
へ
と
突
入
し
た
。
ケ
ア
は
今
や
社
会
問
題
だ
。

ケ
ア
の
現
場
に
は
受
け
手
と
担
い
手
と
の
あ
い
だ
に
立
場
の
入
れ
変
わ
り

が
難
し
い
、
非
対
称
な
関
係
も
内
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー
ト

な
側
面
が
あ
る
た
め
、
そ
の
議
論
に
は
し
ば
し
ば
あ
る
種
の
息
苦
し
さ
が

と
も
な
っ
た
ま
ま
だ
。
こ
う
し
た
状
況
に
風
穴
を
開
け
、
ケ
ア
さ
れ
る
も

の
と
ケ
ア
す
る
も
の
が
双
方
的
な
関
係
を
築
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
。「
ケ
ア
」
と
は
何
か
を
語
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
こ
れ
か

ら
の
わ
た
し
た
ち
の
生
き
方
を
問
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
。

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「日本庭園前」下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。

●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　大阪はミナミのアメリカ村でサルが捕獲されたというニュースを

見た。珍しいペットが逃げたのかと思いきや、野生のサルらしい。

みんぱくのある大阪府の北摂地域でサルが出没したというのであ

れば、まあ山も近いし、さほど驚かないが、はるばるミナミの繁

華街まで、いったいどうやって辿りついたのだろう？　箕面の滝を

仮に出発点とすると、ほぼ真南に人間の足で下ること5時間弱でア

メリカ村に着く。サルの足でも不可能ではないが、途中で見つかっ

てしまいそうなものだ。トラックの積荷に紛れ込んでいたのだろう

か？　アマゾンの吹き矢猟師さながらに、麻酔薬入りの吹き矢で

サルを射止めることができる市の職員が大阪にいる、ということも

さらに驚きである。

　2004-5年のとり展に始まり、毎年恒例になったみんぱくの年末

年始展示も、「さる」でついに干支を一巡したことになる。この干

支展は、普段は展示にかかわらないみんぱくの職員が企画に加わ

る研修の機会でもあるのだが、チラシのデザインやキャッチコピー

（「さる、時々ひと、ところにより神」）の完成度もなかなか。関連

イベントも盛りだくさんである。

　年末年始は、ぜひみんぱくへ。　　　　　　　　　（山中由里子）
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次号の予告
特集

「夷酋列像」を読み解く

●表紙：三猿の土人形　地域：日本
 見ざる（H0107847）、聞かざる（H0107848）、言わざる（H0107846）

● p2の三猿（置物）　地域：オーストリア　H0199984

 すべて「さる」展にて展示中。
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みんぱくフェイスブック
http://www.facebook.com/MINPAKU.official/
みんぱくツイッター
http://twitter.com/MINPAKUofficial

みんぱくホームページ

http://www.minpaku.ac.jp/

みんぱくをもっと楽しみたい
人のために―会員制度のご案内
国立民族学博物館友の会
本館展示の無料入館や特別展示の観覧料割引にくわえ、
『月刊みんぱく』や会員機関誌『季刊民族学』などの定期
刊行物や、毎月の友の会講演会、セミナーなどを通して
多様な文化の情報を提供しています。

みんぱくフリーパス
1年間、本館展示へ何度でも無料で入館いただけます（特
別展示は観覧料割引）。他にも、みんぱくを楽しむための
特典がいっぱいです。

国立民族学博物館キャンパスメンバーズ
みんぱくと大学等教育機関との連携を図り、文化人類学、
民族学にふれる学びの場を提供することを目的とした会員
制度です。

詳細については、一般財団法人千里文化財団まで
お問い合わせください。
（電話06－6877－8893／平日9：00～17：00）


